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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―

第
四
十
五
号
、
平
成
二
十
五

(

二
〇
一
三)

年
三
月

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)

｢

少
國
民
新
聞｣

(

東
日
版)

に
お
け
る
読
者
投
稿
作
品
の
位
相
と
展
開

(

七)

熊

木

哲

前
稿

�｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
七)

�(｢

大
妻
女

子
大
学
紀
要
・
文
系｣

第
四
四
号
、
平
成
二
十
四
年

[

二
○
一
二]

三
月)

で
は
、

｢

少
國
民
新
聞｣

(

東
日
版)

の
昭
和
十
六
年

(
一
九
四
一)

に
掲
載
さ
れ
た

｢

書

方｣

に
つ
い
て
検
討
し
、
同
じ
く

｢

そ
の
一
八｣
(｢
大
妻
国
文｣

第
四
三
号
、
平

成
二
十
四
年

[

二
○
一
二]

三
月)

に
お
い
て
は

｢
図
画｣

に
つ
い
て
検
討
し
て

き
た
。
本
稿
で
は
、
昭
和
十
七
年

(

一
九
四
二)

一
月
か
ら
六
月
の
上
半
期
に
掲

載
さ
れ
た

｢

綴
方｣

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
原
則
と
し
て
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
作
者

に
つ
い
て
は
、
在
籍
校
名
・
在
学
年
・
性
別
を
記
す
に
と
ど
め
た
。
在
学
年
次
の

う
ち

｢

高
一｣

｢

高
二｣

は
高
等
科
一
年
、
二
年
を
示
す
。

一

昭
和
十
七
年
の

｢

綴
方｣

作
品
の
展
開

｢

綴
方｣

掲
載
作
品
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
、
十
七
年
の
上
半
期
に
つ
い
て
検

討
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
十
七
年
一
年
間
の
展
開
を
踏
ま
え
て
お
く
。

｢

少
國
民
新
聞｣

は
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

が
昭
和
十
六
年
一
月
一
日
か
ら
改

題
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、｢

東
日
小
学
生
新
聞｣

の
時
代
に
は
、
日
曜
日
の
読
者

投
稿
作
品
の
掲
載
欄
に
設
定
さ
れ
て
い
た
、｢

紙
上
作
品
展
覧
会｣

あ
る
い
は

｢

紙
上
作
品
展｣

の
紙
面
構
成
は
、
昭
和
十
六
年
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ

の
年
、
昭
和
十
七
年
に
は
、
五
月
十
三
日

(

水
・
第
一
七
五
四
号)

か
ら
、｢

私

達
の
作
品
室｣

(｢

私
た
ち
の
作
品
室｣

と
の
表
記
と
混
在)

と
し
て
設
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
設
定
は
、｢

紙
上
作
品
展
覧
会｣

あ
る
い
は

｢

紙
上
作
品
展｣

の
設
定
が

日
曜
日
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
日
に
も
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
十
七
年
の
検
討
対
象
は
、
一
月
一
日

(

木
・
第
一
六
四
二
号)

か
ら
十
二

月
三
十
日

(

水
・
第
一
九
五
一
号
、
三
十
一
日
は
休
刊)

ま
で
の
、
休
刊
日

(

月

曜
日)

を
除
い
た
三
一
三
日
分
で
あ
る
が
、
四
月
四
日

(

土)

と
九
月
二
十
五
日

(

金)

の
二
日
が
休
刊
で
あ
り
、
国
会
図
書
館
蔵

｢

少
國
民
新
聞｣

の
二
月
二
十

日

(

金
・
第
一
六
八
五
号)

、
五
月
七
日

(

木
・
第
一
七
四
九
号)

、
五
月
三
十
一

日
(

日
・
第
一
七
七
〇
号)

、
十
二
月
十
九
日

(

土
・
第
一
九
四
二
号)

の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が

｢

欠｣

で
あ
り
、
検
討
対
象
は
三
〇
七
日
分
で
あ
っ
た
。

こ
の
間
の
掲
載
状
態
は
、
毎
週
月
曜
日
が
休
刊
日
で
あ
り
、
火
曜
日
か
ら
日
曜

日
ま
で
、｢
綴
方｣

｢

詩｣
｢

短
歌｣

｢

俳
句｣

｢

書
方｣

｢

図
画｣

の
総
て
か
、
あ
る

い
は
、
そ
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
前
年
と
同
様
。

紙
面
構
成
は
、
前
年
の
十
六
年
に
、
平
日
・
土
曜
日
が
四
面
、
日
曜
日
が
八
面

構
成
で
あ
っ
た
の
が
、
第
四
四
半
期
に
な
っ
て
、｢

お
国
へ
の
御
奉
公｣

(

昭
和
十

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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六
年
十
月
七
日
社
告)

の
た
め
、
用
紙
を
節
約
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
月
九
日

か
ら
週
一
回

(

木)

、
十
一
月
五
日
か
ら
週
二
回

(

水
・
金)

、
十
二
月
九
日
か
ら

は
週
三
回

(

火
・
木
・
土)

が
二
面
構
成
と
な
っ
て
い
た
が
、
十
七
年
は
、
二
面
、

四
面
、
六
面
、
八
面
構
成
と
な
っ
た
。

二
面
構
成
は
、
日
曜
、
火
曜
、
木
曜
、
土
曜
日
で
あ
り
、
四
面
構
成
は
、
日
曜
、

水
曜
、
木
曜
、
金
曜
日
で
あ
っ
た
。
八
面
構
成
は
、
日
曜
日
で
あ
り
、
二
週
間
に

一
度
の
設
定
で
あ
っ
た
。
日
曜
日
以
外
で
八
面
構
成
は
、
一
月
一
日
の
木
曜
日
だ

け
で
あ
り
、
新
年
の
特
別
号
で
あ
っ
た
。

日
曜
日
の
八
面
構
成
は
、
十
月
二
十
五
日

(

日)

が
最
後
で
あ
り
、
こ
の
後
、

日
曜
日
は
六
面
構
成
と
な
っ
た
。
た
だ
、
十
二
月
六
日
の
日
曜
日
は
四
面
構
成
で

あ
り
、
八
日
の
火
曜
日
が
六
面
構
成
。
十
二
月
八
日
が

｢

大
東
亜
戦
争｣

の

｢

大

詔
奉
戴
日｣

で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
面
構
成
で
は
七
一
日
分
で
作
品
の
掲
載
は
無
か
っ
た
。
前
年
の
十
六
年
で
は

二
面
構
成
で
作
品
の
掲
載
が
無
か
っ
た
の
は
一
五
日
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
幅
な

増
加
に
な
っ
た
。
文
芸
作
品
に
紙
面
を
割
く
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
四
面
構
成
で
二
日
、
八
面
構
成
で
二
日
に
も
、
作
品
の
掲
載
は
な

く
、
合
計
で
七
五
日
分
が
作
品
の
掲
載
が
な
か
っ
た
事
に
な
る
。
検
討
対
象
日
が

三
〇
七
日
で
あ
っ
た
か
ら
、
二
四
・
四
三
％
で
作
品
掲
載
が
な
か
っ
た
こ
と
に
な

る
。つ

ま
り
、
四
日
に
一
日
は
掲
載
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
年
と
は

違
っ
て
戦
局
が
厳
し
く
な
り
、
新
聞
用
紙
の
制
限
に
よ
る
二
面
構
成
日
の
増
加
と
、

時
局
対
応
の
記
事
の
掲
載
が
優
先
さ
れ
、
読
者
投
稿
の
文
芸
作
品
の
掲
載
が
圧
縮

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
二
面
構
成
に
お
い
て
、
何
ら
か
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
八
〇
日

分
あ
っ
た
が
、
九
月
二
十
九
日
以
降
の
掲
載
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
戦
局
の
一
層

の
悪
化
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
の

｢

綴
方｣

掲
載
作
品
は
、
読
者
が

｢

投
稿
し
た
作
品｣

(

以
下

｢

投
稿
作
品｣)

と

｢

少
國
民
新
聞｣

が
募
集
し
た
作
品
、
つ
ま
り

｢

企
画
さ
れ
た

作
品｣

(

以
下

｢

企
画
作
品｣)

の
二
種
が
あ
る
。

投
稿
作
品
と
企
画
作
品
の
合
計
は
、
一
年
間
で
、
二
二
〇
作
品
で
あ
っ
た
。
前

年
の

｢

綴
方｣

の
掲
載
数
は
二
九
○
作
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
七
〇
作
品
の
減
と
な

り
、
約
二
四
・
一
四
％
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。

因
み
に
、
昭
和
十
五
年
は
三
一
三
作
品
が
掲
載
さ
れ
、
十
六
年
は
二
九
〇
作
品

で
あ
っ
た
か
ら
、
二
三
作
品
の
減
少
と
な
り
、
約
七
・
三
五
％
減
少
で
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
十
六
年
か
ら
十
七
年
へ
の
展
開
で
は
、
前
年
比
で
大
幅
な
減
少
と
な
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
と
比
べ
る
と
紙
面
の
占
有
率
が

大
き
い

｢

綴
方｣

作
品
の
掲
載
が
抑
制
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

投
稿
作
品
と
企
画
作
品
の
掲
載
状
況
は
、
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
上
半
期
と
七

月
か
ら
十
二
月
の
下
半
期
を
見
て
み
る
と
、
投
稿
作
品
は
上
半
期
七
五
作
品
、
下

半
期
六
五
作
品
。
一
年
間
の
合
計
で
は
一
四
〇
作
品
と
な
り
、
下
半
期
で
の
減
少

が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
企
画
作
品
で
は
、
上
半
期
一
九
作
品
、
下
半
期
で
は
六
一
作
品
。
一
年

間
の
合
計
で
は
八
〇
作
品
と
な
り
、
下
半
期
で
の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
た
。

ま
た
、
企
画
作
品
の
一
年
間
の
掲
載
作
品
数
八
〇
は
、
一
年
間
の

｢

綴
方｣

掲

載
作
品
数
二
二
〇
に
対
す
る
比
率
で
は
三
六
・
三
六
％
と
な
る
。

こ
の
こ
と
は
、
新
聞
社
の
意
向
、
つ
ま
り
は
大
人
の
都
合
で
企
画
さ
れ
た

｢

綴

方｣

の
掲
載
が
必
要
と
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

十
七
年
の
四
半
期
毎
の
内
訳
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
四
半
期

投
稿
作
品
・
二
七

企
画
作
品
・
一
二

合
計
三
九

第
二
四
半
期

同

・
四
八

同

・

七

合
計
五
五

第
三
四
半
期

同

・
四
一

同

・
三
一

合
計
七
二

第
四
四
半
期

同

・
二
四

同

・
三
〇

合
計
五
四

掲
載
さ
れ
た
二
二
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色

の
見
え
る
の
は
、
企
画
作
品
の
総
て
、
す
な
わ
ち
八
〇
作
品
と
投
稿
作
品
中
の
四

八
作
品
。
合
計
で
一
二
八
作
品
と
な
り
、
二
二
〇
作
品
の
う
ち
、
五
八
・
一
八
％
、

約
六
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
年
が
、
二
九
〇
作
品
の
う
ち
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色
の

― 82― ( 82 )



見
え
る
の
は
八
九
作
品
、
約
三
〇
・
七
％
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
幅
に
増
加
し
た
事

に
な
る
。

投
稿
作
品
に
お
け
る
内
訳
は
、
第
一
四
半
期
で
は
二
七
作
品
中
八

(

約
二
九
・

六
二
％)
、
第
二
四
半
期
で
は
四
八
作
品
中
一
五

(

三
一
・
二
五
％)

、
第
三
四
半

期
で
は
四
一
作
品
中
一
四

(

三
四
・
一
四
％)

、
第
四
四
半
期
で
は
二
四
作
品
中

一
一

(

四
五
・
八
三
％)

。

つ
ま
り
、
読
者
が
自
分
の
意
思
で
投
稿
し
た
と
考
え
ら
れ
る
投
稿
作
品
に
お
い

て
、
時
局
柄
或
は

｢
戦
時
下｣

色
を
内
容
に
持
つ
作
品
が
、
四
半
期
毎
に
そ
の
傾

向
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
児
童
に
於
け
る
日

常
性
に
い
よ
い
よ
戦
時
下
色
が
色
濃
く
な
っ
て
い
く
事
を
推
測
さ
せ
る
と
こ
ろ
と

な
っ
た
。

因
み
に
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢
戦
時
下｣

色
の
見
え
る
作
品
の
掲
載
比

率
を
昭
和
十
四
年
か
ら
、
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

十
四
年
は
二
七
六
作
品
中

四
四

(

約
一
五
・
九
％)

。

十
五
年
は
三
一
三
作
品
中

六
一

(

約
一
九
・
五
％)

。

十
六
年
は
二
九
〇
作
品
中

八
九

(

約
三
〇
・
七
％)
。

十
七
年
は
二
二
〇
作
品
中
一
二
八

(

約
五
八
・
二
％)
。

掲
載
比
率
が
年
毎
に
増
加
し
て
き
た
が
、
十
七
年
は
前
年
の
ほ
ぼ
倍
増
と
も
い

え
る
ほ
ど
で
あ
り
、
戦
況
の
展
開
が

｢

綴
方｣

作
品
の
在
り
様
を
導
い
て
い
っ
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
十
七
年
一
年
間
に
、
複
数
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
児
童
は
、
投
稿
作
品

で
は
、
五
作
品
が
一
名

(

群
馬
県
総
社
校
五
・
六
年)

、
三
作
品
が
一
名
、
二
作

品
が
一
〇
名
。
企
画
作
品
で
は
、
二
作
品
が
四
名
。
こ
の
二
作
品
は

｢

満
洲
建
国

十
周
年
慶
祝
綴
方
使
節｣

に
当
選
し
た
作
品
の
掲
載
と
帰
国
後
の
報
告
作
品
が
掲

載
さ
れ
た
も
の
。

投
稿
作
品
と
企
画
作
品
を
合
せ
た
場
合
は
、
五
作
品
が
一
名
、
三
作
品
が
二
名
、

二
作
品
が
一
三
名
で
あ
っ
た
。

二

昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る

｢

綴
方｣

第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た

｢

綴
方｣

は
、
投
稿
作
品
二
七
と
企
画
作
品
一
二

を
合
せ
て
、
三
九
作
品
。

二
七
の
投
稿
作
品
の
内
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る

の
は
、
次
の
八
作
品
で
あ
り
、
投
稿
作
品
に
占
め
る
割
合
は
約
二
九
・
六
二
％
で

あ
り
、
約
三
割
と
な
る
。

以
下
、
便
宜
的
に
、
作
品
番
号
を
付
す
。

１

｢

感
激
の
日｣(

岩
手
県
猿
沢
校
高
二
男
子
、
二
月
十
一
日
・
水
、
第
一
六
七
七
号)

２

｢

天
に
と
ゞ
け
・
万
歳｣

(

東
京
市
大
森
区
小
池
校
六
年
男
子
、
二
月
十
七
日
・
火
、
第
一
六
八
二
号)

３

｢

朝｣
(

群
馬
県
総
社
町
校
五
年
男
子
、
三
月
四
日
・
水
、
第
一
六
九
五
号)

４

｢

古
釘｣

(

北
海
道
小
清
水
校
高
二
男
子
、
三
月
七
日
・
土
、
第
一
六
九
八
号)

５

｢

道
路｣

(

山
梨
県
穂
積
校
高
二
男
子
、
三
月
八
日
・
日
、
第
一
六
九
九
号)

６

｢

飛
行
兵
の
検
査｣

(

東
京
府
八
王
子
市
第
七
校
高
二
男
子
、
三
月
十
一
日
・
水
、
第
一
七
〇
一
号)

７

｢

お
父
さ
ん
へ｣

(

�
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
三
月
十
五
日
・
日
、
第
一
七
〇
五
号)

８

｢

合
格｣

(

東
京
府
八
王
子
市
第
七
校
高
二
男
子
、
三
月
二
十
九
日
・
日
、
第
一
七
一
七
号)

１
｢

感
激
の
日｣

(

岩
手
県
猿
沢
校
高
二
男
子
、
二
月
十
一
日)

は
、｢

受
持
の

先
生
の
入
営
日｣

が
内
容
。｢

万
歳｣

の
声
に
送
ら
れ
て
汽
車
に
乗
り
込
ん
だ
先

生
が
、
窓
か
ら
元
気
な
顔
を
見
せ
た
。
僕
は

｢

勝
つ
て
く
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
…｣

と
歌
い
出
し
た
が
、｢

胸
が
一
ぱ
い
に
な
つ
て
、
歌
へ
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た｣

。

｢

汽
車
の
窓
か
ら
は
白
地
に
赤
い
日
の
丸
の
旗
が
幾
つ
も
幾
つ
も
日
に
輝
き
、
は

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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た
�
�
と
ひ
る
が
へ
つ
て
居
た｣

。
受
け
持
ち
の
先
生
も
、
多
く
の
出
征
者
の
一

人
で
あ
り
、
幾
人
も
の
出
征
が
見
送
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
。

２
｢

天
に
と
ゞ
け
・
万
歳｣

(

東
京
市
大
森
区
小
池
校
六
年
男
子
、
二
月
十
七

日)
は
、｢

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥
落
！

僕
は
南
方
の
白
い
雲
に
と
ど
け
と
ば
か
り
、

万
歳
を
叫
ぶ
の
だ｣

の
一
節
か
ら
始
ま
る
。
第
二
五
軍
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
占
領

し
、
山
下
奉
文
司
令
官
が
英
軍
総
司
令
官
パ
ー
シ
バ
ル
中
将
と
会
談
、
降
伏
を
確

認
し
た
の
が
二
月
十
五
日
。
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
十
七
日
正
午
、
大
本
営
は
、
こ

れ
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は

｢

昭
南
島｣

と
呼
び
、
港
は

｢

昭
南
港｣

と
呼
ぶ
こ
と

に
き
ま
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
に

｢

一
層
張
切
つ
て
、
大

御
稜
威
の
有
難
さ
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
聖
戦
の
目
的
を
貫
ぬ
く
ま
で
、

ど
ん
な
事
が
あ
つ
て
も
忍
び
抜
い
て
戦
は
う
と
、
堅
く
堅
く
誓
は
う
で
は
な
い
か｣

と
結
ん
だ
。｢

聖
戦｣

は
ま
だ
ま
だ
続
く
の
で
あ
り
、｢

忍
び
抜
い
て｣

戦
う
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

３

｢

朝｣
(

群
馬
県
総
社
町
校
五
年
男
子
、
三
月
四
日)

は
、
朝
焼
け
の
東
の

空
が

｢

真
紅
に
美
し
く
い
ろ
ど
ら
れ
て
ゐ
る｣

様
子
を
、
軍
歌

｢

ア
ジ
ヤ
の
力｣

の
一
節
の

｢

東
の
空
は
も
え
た
り｣

の
光
景
だ
、
と
す
る
作
品
。
次
第
に
明
け
て

ゆ
く
早
朝
の
、
移
り
行
き
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、｢

冬

の
朝｣

の
光
景
を
軍
歌
の
一
節
に
た
と
え
る
と
こ
ろ
に
、
軍
歌
の
児
童
へ
の
浸
透

性
が
窺
え
る
。

４

｢

古
釘｣

(

北
海
道
小
清
水
校
高
二
男
子
、
三
月
七
日)

は
、｢

今
日
本
の
国

は
国
家
挙
げ
て
の
決
戦
下
な
の
だ
。
我
等
銃
後
の
少
国
民
も
、
大
い
に
物
資
を
節

約
愛
護
し
て
、
国
家
の
為
に
陰
な
が
ら
尽
さ
ね
ば
な
ら
ぬ｣

と
結
ぶ
も
の
で
、

｢

古
釘｣

の
一
本
も
大
切
な
資
源
で
あ
る
と
す
る
も
の
。

５

｢

道
路｣
(

山
梨
県
穂
積
校
高
二
男
子
、
三
月
八
日)

は
、｢

僕
等
の
少
年
団｣

が
、｢

毎
週
日
曜
日
の
朝
、
五
時
に
起
き
て
、
道
路
の
掃
除
を
し
ま
す
。
ま
た
、

毎
月
十
五
日
に
は
道
路
に
あ
る
危
険
物
を
す
て
ま
す
。
か
う
し
て
私
達
の
手
で
、

少
し
で
も
道
路
を
愛
護
す
る
事
に
努
め
て
ゐ
ま
す｣

と
い
う
も
の
。
掲
載
日
に
近

い
日
曜
日
の
朝
五
時
は
、
二
月
と
い
う
こ
と
か
。
手
元
に
あ
る

｢

理
科
年
表｣

に

よ
れ
ば
、
平
成
五
年

(

一
九
九
三)

で
あ
る
が
、
二
月
二
十
日
の
山
梨
県
甲
府
市

の
日
の
出
は
六
時
二
十
七
分
。
二
月
の
朝
五
時
は
、
日
の
出
前
の
真
暗
闇
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
か
。
日
曜
日
の
奉
仕
活
動
は
、
銃
後
の

｢

少
年
団｣

に
求
め
ら
れ

た
行
為
で
あ
り
、｢

少
年
団｣

の
活
動
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
。

６
の

｢

飛
行
兵
の
検
査｣

(

東
京
府
八
王
子
市
第
七
校
高
二
男
子
、
三
月
十
一

日)

と
８

｢

合
格｣

(

三
月
二
十
九
日)

は
、
同
じ
児
童
の
作
品
。
海
軍
少
年
飛

行
兵
に
志
願
し
た
身
体
検
査
の
模
様
が
描
か
れ
、｢

軍
医
殿
は
、
検
査
用
紙
に
甲

下
と
、
う
れ
し
い
字
を
書
い
て
下
さ
つ
た
。
万
歳
。
合
格
だ
。｣

と
い
う
も
の
。

｢

合
格｣

は
、
学
科
試
験
と
、
そ
れ
に
続
く
口
頭
試
問
、
適
性
検
査
の
模
様
と
そ

の
結
果
が
内
容
。
結
果
は

｢

海
軍
志
願
兵
合
格
者｣

の
一
人
に
な
り
、｢

胸
が
あ

つ
く
な
つ
た｣

僕
は
、｢

合
格
証｣

を
握
り
し
め
て
母
の
元
へ
走
り
出
し
た
、
と

い
う
も
の
。
作
者
の
児
童
は

｢

高
等
科
二
年
生｣

で
あ
り
、
こ
の
三
月
卒
業
し
、

｢

海
軍
志
願
兵｣

と
し
て
入
隊
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

７

｢

お
父
さ
ん
へ｣

(

�
城
県
日
立
市
駒
王
校
四
年
男
子
、
三
月
十
五
日)

は
、

満
洲
の

｢

せ
ん
ち
へ
い
つ
て｣

い
る
父
親
へ
宛
て
た
手
紙
形
式
の
作
品
。
四
年
生

の
作
者
は
、
も
う
す
ぐ
五
年
生
に
な
る
が
、
弟
の

｢

三
津
雄
に
名
前
や
年
を
、
を

し
へ
て
ゐ
ま
す
。
忠
雄
の
は
が
、
小
さ
く
見
え
ま
す｣

と
書
き
送
っ
た
。
乳
児
の

忠
雄
を
あ
や
し
、
幼
い
三
津
雄
の
面
倒
を
見
て
い
る
作
者
。
父
は
、
お
さ
な
ご
を

残
し
て
の
出
征
で
あ
り
、
こ
の
一
家
の
働
き
手
が
出
征
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
で
も
四
年
生
の
作
者
は
、｢

お
父
さ
ん
、
お
国
の
た
め
に
は
た
ら
い

て
下
さ
い
。
お
父
さ
ん
、
お
か
ら
だ
を
た
い
せ
つ
に
。
さ
や
う
な
ら｣

と
結
ぶ
。

こ
の
結
末
は
、
手
紙
形
式
の
常
套
に
は
違
い
な
か
ろ
う
が
、｢

お
国
の
た
め｣

と

は
い
い
な
が
ら

｢

お
か
ら
だ
を
た
い
せ
つ
に｣

に
は
、
切
実
な
思
い
で
あ
り
、
心

か
ら
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

昭
和
十
七
年
第
一
四
半
期
に
お
け
る

｢

綴
方｣

作
品
に
見
る
時
局
柄
或
は

｢

戦

時
下｣

に
は
、
受
け
持
ち
の
先
生
の
出
征
を
見
送
る
高
等
科
二
年
生
が
お
り
、
満

洲
の
戦
地
に
出
征
中
の
父
を
持
つ
四
年
生
が
お
り
、
自
身
が
志
願
兵
と
な
り
、
や

が
て
入
営
す
る
高
等
科
二
年
生
が
い
た
。
戦
時
下
が
児
童
の
日
常
と
い
う
こ
と
だ
。
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時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色
を
ま
と
っ
た
作
品
は
、
第
一
四
半
期
に
掲
載
さ

れ
た

｢

綴
方｣

作
品
の
二
九
・
六
三
％
と
、
ほ
ぼ
三
割
を
占
め
、
少
な
く
な
い
掲

載
率
で
あ
る
が
、
一
方
、
約
七
割
は
、
児
童
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
作
品
で
あ
っ

た
。

｢

ス
キ
ー
に
乗
つ
て｣

(

北
海
道
美
園
校
高
二
女
子
、
二
月
一
日
・
日
、
第
一
六

六
九
号)

は
、
作
者
の
季
節
柄
の
楽
し
み
だ
。

力
一
ぱ
い
ス
ト
ッ
ク
で
雪
を
け
つ
た
。
速
い
速
い
。
唯
速
い
。
も
う
何
も

目
に
入
ら
な
い
。
耳
も
と
に
す
ご
く
う
な
る
空
気
と
、
も
う
�
�
と
渦
巻
い

て
、
上
気
し
た
顔
を
う
つ
雪
煙
だ
け
だ
。
何
を
見
、
何
を
思
ふ
暇
も
な
く
、

無
我
の
境
だ
。
二
本
の
木
片
は
さ
な
が
ら
飛
ぶ
如
く
、
そ
れ
に
身
を
託
し
て

ゐ
る
の
は
、
壮
快
と
い
ふ
よ
り
む
し
ろ
恐
し
い
。
矢
の
や
う
に
下
る
と
は
、

こ
の
事
を
言
ふ
の
で
あ
ら
う
。

友
人
と
三
人
で
、
彼
方
に
海
の
見
え
る
ス
キ
ー
場
で
の
滑
走
は
、｢

無
我
の
境｣

だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら

｢

戦
時
下｣

は
遠
い
と
い
う
こ
と
か
。

｢

雪｣
(

岩
手
県
宮
古
市
千
徳
校
高
一
男
子
、
三
月
四
日
・
水
、
第
一
六
九
五
号)

は
、
積
も
り
そ
う
な
雪
を
み
て
い
る
と
い
う
作
品
。｢
空
を
見
上
げ
る
と
暗
い
。

そ
れ
が
或
所
ま
で
来
る
と
、
真
白
な
形
に
変
つ
て
、
ち
ら
ち
ら
と
入
交
つ
て
、
舞

ひ
な
が
ら
落
ち
て
く
る｣

、
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い
る
作
者
が
い
る
。

ふ
と
我
に
帰
る
と
、
何
時
の
間
に
か
野
山
は
一
面
の
銀
世
界
と
な
り
、
庭

の
枯
木
に
は
真
白
な
花
が
咲
き
、
庭
の
隅
の
竹
や
ぶ
は
、
重
さ
う
に
う
な
だ

れ
て
ゐ
る
。

ど
の
く
ら
い
眺
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
辺
り
は
す
っ
か
り

｢

一
面
の
銀
世

界｣

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
雪
景
色
が
こ
の
児
童
の
日
常
に
な
っ
て
い
く
と
い

う
こ
と
だ
。

｢

春｣
(

秋
田
県
能
代
市
向
能
代
校
高
一
女
子
、
三
月
二
十
二
日
・
日
、
第
一
七

一
一
号)

は
、｢

白
銀
の
世
界
も
い
つ
の
ま
に
か
、
懐
か
し
い
黒
土
を
の
ぞ
か
せ
、

街
に
は
、
子
供
達
の
ま
り
つ
き
の
う
れ
し
さ
う
な
姿
が
、
そ
こ
こ
ゝ
に
見
え
る｣

と
い
う
書
き
出
し
。｢

暖
か
い
日
ざ
し
が
、
み
る
�
�
中
に
庭
の
白
雪
を
と
か
し

て
行
く
や
う
だ｣

と
、
雪
国
で
の
春
の
到
来
を
視
線
に
よ
っ
て
記
し
、｢

吹
く
風

も
一
日
々
々
と
、
肌
に
と
け
こ
む
や
う
に
心
よ
い｣

と
、
皮
膚
感
覚
に
よ
っ
て
も

春
を
実
感
し
て
い
る
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
目
で
、
肌
で
感
じ
、
楽
し
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
三
九
の

｢

綴
方｣

の
内
、
企
画
作
品
は
、
次
の
一

二
作
品
。

｢

涙
で
戦
果
に
御
礼｣

(

東
京
市
向
島
区
更
正
校
五
年
女
子
、
一
月
七
日
・
水
、
第
一
六
四
七
号)

｢

僕
等
も
や
り
ま
す｣

(

山
梨
県
藤
田
国
民
学
校
五
年
男
子
、
一
月
八
日
・
木
、
第
一
六
四
八
号)

｢

胸
に
刻
む
あ
の
感
激｣

(

千
葉
県
成
田
町
校
高
一
男
子
、
一
月
九
日
・
金
、
第
一
六
四
九
号)

｢

嬉
し
い
お
手
柄
に
家
中
が
泣
い
て
大
喜
び｣

(

東
京
市
板
橋
区
開
進
第
一
校
五
年
男
子
、
一
月
十
一
日
・
日
、
第
一
六
五
一
号)

｢

お
教
へ
を
守
つ
て
必
ず
よ
い
子
に
な
り
ま
す｣

(

山
梨
県
市
川
校
四
年
女
子
、
一
月
十
四
日
・
水
、
第
一
六
五
三
号)

｢

香
港
の
叔
父
さ
ん
も
ど
ん
な
に
嬉
し
い
で
せ
う｣

(

神
奈
川
県
藤
沢
市
第
二
校
五
年
男
子
、
一
月
十
六
日
・
金
、
第
一
六
五
五
号)

｢

一
心
に
頑
張
り
ま
す｣

(

東
京
市
赤
坂
区
赤
坂
校
六
年
女
子
、
一
月
十
八
日
・
日
、
第
一
六
五
七
号)

｢

目
に
浮
か
ぶ
お
姿｣

(

千
葉
県
公
平
校
五
年
女
子
、
一
月
二
十
一
日
・
水
、
第
一
六
五
九
号)

｢

強
く
て
優
し
い
閣
下｣

(

埼
玉
県
大
里
郡
深
谷
校
六
年
女
子
、
一
月
二
十
三
日
・
金
、
第
一
六
六
一
号)

｢
日
夜
御
製
を
奉
戴｣

(

埼
玉
県
川
俣
校
六
年
男
子
、
一
月
二
十
五
日
・
日
、
第
一
六
六
三
号)

｢

耳
打
つ
懐
か
し
い
お
声｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
戸
塚
校
六
年
女
子
、
一
月
二
十
八
日
・
水
、
第
一
六
六
五
号)

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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｢

火
と
燃
え
る
愛
国
心｣

(

東
京
市
麻
布
区
麻
布
校
四
年
男
子
、
一
月
三
十
日
・
金
、
第
一
六
六
七
号)

一
二
作
品
の
何
れ
も
が

｢

酒
井
中
将
へ
贈
る
手
紙｣

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
付
け
て

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
一
月
七
日
第
二
面
で
は
、｢

真
心
の
手
紙
十
二
通

あ
の

日
の
感
激
を
思
起
し
た
少
国
民

酒
井
中
将
へ
慰
問
文｣

の
見
出
し
で
、
次
の
よ

う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

皆
さ
ん
覚
え
て
ゐ
ま
す
か
。
去
年
の
六
月
、
近
衛
師
団
と
少
國
民
新
聞
で

｢

聖
戦
四
周
年
を
迎
へ
る
私
た
ち
の
覚
悟｣

と
い
ふ
綴
方
を
、
東
京
、
神
奈

川
、
千
葉
、
埼
玉
、
山
梨
の
一
府
四
県
か
ら
募
集
し
ま
し
た
。(

中
略)

合

計
十
二
人
が
、
晴
れ
の
優
等
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。
そ
し
て
事
変
記
念
日
の

前
日
七
月
六
日
に
、
や
は
り
近
衛
師
団
と
少
國
民
新
聞
の
共
同
主
催
で
、
日

比
谷
公
園
の
大
音
楽
堂
で
当
選
綴
方
発
表
を
兼
ね
た

｢

聖
戦
四
周
年
の
少
国

民
大
会｣

を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
時
こ
の
十
二
人
は
、
時
の
近
衛
師
団
長
酒

井
隆
中
将
か
ら
、
有
難
い
お
話
を
う
け
た
ま
は
り
、
親
し
く
賞
状
と
賞
品
を

い
た
ゞ
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
六
箇
月
、
あ
の
感
激
が
一
同
の
胸
か
ら
ま
だ

消
え
や
ら
ぬ
昨
年
の
十
二
月
二
十
五
日
、
こ
れ
こ
そ
一
億
国
民
が
忘
れ
る
こ

と
の
出
来
な
い
香
港
陥
落
の
日
で
す
。
取
り
わ
け
意
外
な
感
激
に
胸
を
躍
ら

せ
た
の
は
、
綴
方
入
賞
の
十
二
人
で
し
た
。
そ
れ
は
香
港
攻
略
の
陸
軍
最
高

指
揮
官
が
酒
井
隆
中
将
だ
つ
た
か
ら
で
す
。(

中
略)

そ
し
て
期
せ
ず
し
て

十
二
人
か
ら

『

ど
う
ぞ
こ
れ
を
酒
井
中
将
に
贈
つ
て
下
さ
い』

と
、
涙
に
に

じ
ん
だ
慰
問
文
が
少
国
民
新
聞
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

一
二
本
の

｢

綴
方｣

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、｢

私
達
に
御
ほ
う
び
を
下
さ
つ

た
あ
の
師
団
長
様｣

が

｢

香
港
攻
略
の
陸
軍
最
高
指
揮
官｣

で
あ
っ
た
こ
と
を

｢

嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
、
皆
で
一
日
中
、
自
分
の
事
の
や
う
に
喜
び
ま
し
た｣

(｢

涙
で
戦
果
に
御
礼｣

一
月
七
日)

と
い
う
も
の
。

記
事
で
は
、｢

期
せ
ず
し
て｣

十
二
人
か
ら

｢

涙
に
に
じ
ん
だ
慰
問
文
が
少
国

民
新
聞
に
届
け
ら
れ
ま
し
た｣

と
な
っ
て
い
る
が
、
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
。｢

香
港
攻
略
の
陸
軍
最
高
指
揮
官
が
酒
井
隆
中
将｣

と
知
っ
た
少
國
民
新

聞
の
仕
掛
け
と
考
え
る
の
が
順
当
と
い
う
も
の
だ
。

｢

香
港
陥
落｣

が
十
二
月
二
十
五
日
で
、｢

真
心
の
手
紙
十
二
通｣

の
一
通
目

｢

涙
で
戦
果
に
御
礼｣

が
掲
載
さ
れ
た
の
が
、
一
月
七
日
。
準
備
が
出
来
た
か
ら

こ
そ
の
企
画
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

｢

十
二
人
の
少
年
少
女｣

は
、｢

六
日
午
前
十
時｣

に
東
京
日
日
新
聞
社
に
集
ま

り
、｢

赤
坂
区
青
山
高
樹
町
十
二
番
地
の
酒
井
中
将
お
留
守
宅
を
お
訪
ね｣

し
、

そ
れ
ぞ
れ

｢

慰
問
の
お
手
紙
を
さ
し
出
し
た｣

と
こ
ろ
、
ご
家
族
は
大
い
に
喜
び
、

帰
り
に
中
将
婦
人
か
ら

｢

り
つ
ぱ
な
お
土
産｣

を
頂
い
て
帰
り
、
更
に
は
、
近
衛

師
団
を
訪
れ
、
師
団
長
代
理
か
ら
訓
話
を
聞
き
、｢

兵
隊
さ
ん
と
一
し
よ
に
お
昼

の
御
飯
を
た
べ
、
午
後
は
半
日
入
隊｣

を
体
験
し
、
こ
こ
で
も

｢

お
土
産
を
頂
い

て｣

帰
っ
た
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

更
に
は
、
東
京
日
日
新
聞
社
か
ら
も

｢

お
土
産｣

が
で
た
と
推
測
す
る
の
は
、

無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り
、
一
二
本
の
作
品
は
、
将
に

｢

企
画
さ
れ
た｣

作
品
と
考
え
る
の
が
無

理
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、｢

十
二
人
の
少
年
少
女｣

は
大
人
に
踊
ら
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三

昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る

｢

綴
方｣

第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た

｢

綴
方｣

は
、
投
稿
作
品
四
八
と
企
画
作
品
七
を

合
せ
て
、
五
五
作
品
。

第
二
四
半
期
の
五
月
十
三
日

(

水
・
第
一
七
五
四
号)

か
ら
、
投
稿
作
品
の
掲

載
欄
と
し
て

｢

私
達
の
作
品
室｣

が
設
定
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
の
年
、
投
稿
作
品

の
掲
載
日
に
は
、
曜
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
ほ
ぼ
設
定
さ
れ
た
。

た
だ
、｢

私
達
の
作
品
室｣

の
表
記
は
、
五
月
二
十
日

(

水
・
第
一
七
六
〇
号)

か
ら
九
月
三
十
日

(

水
・
第
一
八
七
三
号)

ま
で
は

｢

私
た
ち
の
作
品
室｣

と
な

り
、
十
月
四
日

(

日
・
第
一
八
七
七
号)

と
同
月
七
日

(

水
・
第
一
八
七
九
号)

の
二
日
間
は

｢
私
達
の
作
品
室｣

、
同
月
十
四
日

(

水
・
第
一
八
八
五
号)

か
ら

十
一
月
四
日

(

水
・
第
一
九
〇
三
号)

ま
で
は

｢

私
た
ち
の
作
品
室｣

、
同
月
六
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日

(

金
・
第
一
九
〇
五
号)

か
ら
十
二
月
十
一
日

(

金
・
第
一
九
三
五
号)

ま
で

は
｢

私
達
の
作
品
室｣

、
同
月
十
六
日

(

水
・
第
一
九
三
九
号)

は

｢

私
た
ち
の

作
品
室｣

と
な
っ
て
十
七
年
を
締
め
く
く
っ
た
。

第
二
四
半
期
、
四
八
の
投
稿
作
品
の
内
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
次
の
一
五
作
品
で
あ
り
、
投
稿
作
品
に
占
め
る
割
合
は
三
一
・

二
五
％
。

以
下
、
便
宜
的
に
、
第
一
四
半
期
を
引
き
継
ぎ
、
作
品
番
号
を
付
す
。

９

｢

兄
さ
ん
の
出
征｣

(

東
京
市
芝
区
芝
浦
校
六
年
男
子
、
四
月
二
十
六
日
・
日
、
第
一
七
四
〇
号)

10

｢

春
の
自
然
観
察｣

(

東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
二
校
六
年
男
子
、
四
月
二
十
八
日
・
火
、
第
一
七
四
一
号)

11

｢

戦
死
さ
れ
た
兵
隊
さ
ん｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
間
門
校
五
年
女
子
、
五
月
八
日
・
金
、
第
一
七
五
〇
号)

12

｢

ぐ
ん
い
の
を
ぢ
様
へ｣

(

東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
二
校
三
年
女
子
、
五
月
十
日
・
日
、
第
一
七
五
二
号)

13

｢

行
軍｣

(

静
岡
県
土
肥
校
四
年
男
子
、
五
月
十
七
日
・
日
、
第
一
七
五
八
号)

14

｢

桜
山
遠
足｣(

長
野
県
神
稲
校
六
年
女
子
、
五
月
二
十
四
日
・
日
、
第
一
七
六
四
号)

15

｢

戦
地
の
兄
さ
ん
へ｣

(

福
島
県
吾
妻
校
五
年
女
子
、
同
右)

16

｢

わ
れ
ら
は
元
帥
に
感
謝
す｣

(

東
京
市
麹
町
区
東
郷
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
七
日
・
水
、
第
一
七
六
六
号)

17

｢

が
う
け
ん
ゑ
ん
そ
く｣

(

静
岡
県
駒
形
校
二
年
男
子
、
同
右)

18

｢

ゴ
ム
マ
リ｣

(

東
京
市
神
田
区
西
神
田
校
六
年
女
子
、
六
月
十
日
・
水
、
第
一
七
七
八
号)

19

｢

戦
車｣

(

北
海
道
浦
河
校
高
二
男
子
、
同
右)

20

｢

あ
の
感
激｣

(

千
葉
県
船
橋
市
�
飾
校
六
年
女
子
、
六
月
十
七
日
・
水
、
第
一
七
八
四
号)

21

｢

ゑ
ん
そ
く｣

(

東
京
市
下
谷
区
末
広
校
四
年
男
子
、
六
月
十
九
日
・
金
、
第
一
七
八
六
号)

22

｢

本｣
(

静
岡
県
清
水
校
六
年
男
子
、
六
月
二
十
四
日
・
水
、
第
一
七
九
〇
号)

23

｢

じ
や
が
い
も
の
虫
と
り｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
一
本
松
校
三
年
男
子
、
六
月
二
十
六
日
・
金
、
第
一
七
九
二
号)

９

｢

兄
さ
ん
の
出
征｣

(

東
京
市
芝
区
芝
浦
校
六
年
男
子
、
四
月
二
十
六
日)

は
、
文
字
通
り
、
兄
が
入
営
し
た

｢

一
昨
年
の
夏
の
あ
る
日｣

が
内
容
。

お
か
あ
さ
ん
が
、｢

兄
さ
ん
に
赤
紙
が
来
た
よ｣

と
お
つ
し
や
つ
た
。
僕

は
不
意
に
い
は
れ
た
の
で
、｢

え
つ｣

と
聞
き
な
ほ
し
た
ら
、｢

召
集
令
が
来

た
の
だ
よ｣

と
言
は
れ
た
。
後
で
聞
く
と
事
務
所
に
居
る
時
来
た
さ
う
だ
。

そ
の
あ
く
る
日
、
す
ぐ
大
阪
か
ら
お
ば
あ
さ
ん
と
、
を
ば
さ
ん
が
来
た
。

夕
方
に
は
、
神
戸
、
有
馬
か
ら
を
ぢ
さ
ん
が
来
た
の
で
、
晩
は
、
町
会
の
人

が
来
て
送
別
の
宴
会
が
あ
つ
た
。

あ
く
る
日
は
、
朝
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
あ
い
さ
つ
に
来
た
。
晩
に
な

る
と
兄
さ
ん
の
友
達
が
来
て
送
別
会
が
あ
つ
た
。

出
発
の
日
は
、
朝
の
五
時
頃
か
ら
見
送
り
の
人
達
が
集
つ
て
来
た
。
僕
が

起
き
て
見
る
と
、
せ
つ
た
い
の
た
め
家
の
中
は
ご
つ
た
が
へ
し
だ
つ
た
。
八

時
に
は
家
の
前
は
人
で
一
ぱ
い
だ
つ
た
。
僕
も
そ
の
中
に
ま
じ
つ
て
ゐ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
軍
服
を
着
た
兄
さ
ん
が
出
て
来
て
、
み
ん
な
に
行
つ
て

ま
ゐ
り
ま
す
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
た
。
や
が
て
九
時
に
な
つ
た
の
で
、

兄
さ
ん
は
万
歳
万
歳
の
声
に
送
ら
れ
な
が
ら
出
発
し
た
。
僕
も
早
く
大
き
く

な
つ
て
兄
さ
ん
の
や
う
な
、
り
つ
ぱ
な
兵
隊
さ
ん
に
な
ら
う
と
思
つ
た
。

｢

赤
紙｣

が
来
て
、
入
営
す
る
ま
で
の
様
子
が
わ
か
る
作
品
。｢

赤
紙｣

が
来
た

と
知
ら
さ
れ
た

｢

お
ば
あ
さ
ん｣

｢

を
ば
さ
ん｣

と

｢

を
ぢ
さ
ん｣

が
、
大
阪
か

ら
、
神
戸
か
ら
駆
け
つ
け
て
き
た
。
一
族
に
と
っ
て
一
大
事
な
の
で
あ
る
。
召
集

を
聞
き
つ
け
た

｢

町
会
の
人｣

が
集
ま
っ
て
き
て

｢

送
別
の
宴
会｣

と
な
っ
た
。

兄
の
友
人
達
も
駆
け
つ
け

｢

送
別
会｣

だ
。
出
発
の
当
日
は
、
九
時
の
出
発
に
、

朝
五
時
ご
ろ
か
ら
見
送
り
が
集
ま
り
始
め
、｢

せ
つ
た
い
の
た
め
家
の
中
は
ご
つ

た
が
へ
し｣

と
な
っ
た
。

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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こ
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た

｢

一
昨
年
の
夏｣

頃
は
、
出
征
は
、
そ
の
前
夜
か
ら

賑
や
か
な
お
祭
り
騒
ぎ
の
様
相
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

20
｢

あ
の
感
激｣

(

千
葉
県
船
橋
市
�
飾
校
六
年
女
子
、
六
月
十
七
日)

は
、

｢

今
日
は
、
和
子
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
が
、
東
京
の
れ
ん
隊
へ
入
ら
れ
る
日
だ｣

と

は
じ
ま
る
作
品
。
朝
六
時
、
汽
車
に
乗
る

｢

隆
一
さ
ん｣

の
見
送
り
だ
。

15

｢

戦
地
の
兄
さ
ん
へ｣

(

福
島
県
吾
妻
校
五
年
女
子
、
五
月
二
十
四
日)

は
、

出
征
し
た
兄
さ
ん
が
戦
地
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
兄
に
宛
て
た
手
紙

形
式
の
作
品
。

お
兄
ち
や
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
達
も
皆
、
元
気
で
ゐ
ま
す
。
五
回
目
の

大
詔
奉
戴
日
は
私
達
の
学
校
の
運
動
会
で
し
た
。
磐
梯
お
ろ
し
が
吹
き
ま
く

つ
て
、
今
ま
で
に
な
い
寒
い
日
で
し
た
け
ど
、
と
て
も
愉
快
で
し
た
。
真
一

と
晃
二
は
選
手
で
、
元
気
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
桃
や
桜
の
花
が
ち

つ
て
、
つ
つ
ぢ
の
花
が
咲
始
め
ま
し
た
。
前
の
お
山
は
若
緑
で
ほ
ん
た
う
に

美
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
度
の
日
曜
に
、
お
父
さ
ん
と
若
松
へ
、
お
兄
ち
や
ん
に
お
送
り
す
る
慰

問
袋
の
品
物
を
買
ひ
に
行
き
ま
す
。

こ
の
後
の

｢

手
紙｣

に
は
、
祖
母
が
く
れ
た
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
持
つ
て
、
海
軍
記

念
日
に
遠
足
に
行
く
が
、
そ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
半
分
は
慰
問
袋
に
入
れ
る
こ
と
を

綴
り
、｢

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お
体
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。
お
兄

ち
や
ん
は
前
線
で
、
私
達
は
銃
後
で
頑
張
り
ま
せ
う
。
ご
武
運
を
祈
つ
て
居
り
ま

す
。
ご
機
嫌
よ
う
、
さ
や
う
な
ら
。｣

と
締
め
く
く
っ
た
。

｢

大
詔
奉
戴
日｣

の
設
定
に
つ
い
て
、｢

少
國
民
新
聞｣

は
、
昭
和
十
七
年
一
月

四
日

(

日
・
第
一
六
四
五
号)

二
面
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

毎
月
の
八
日
を

｢

大
詔
奉
戴
日｣

と
決
定

｢

興
亜
奉
公
日｣

は
廃
止

今
月
か
ら

大
東
亜
戦
争
の
進
む
の
に
つ
れ
て
、
銃
後
国
民
の
責
任
は
、
い
よ
�
�
重

く
こ
の
大
事
業
を
や
り
通
す
た
め
に
ま
す
�
�
固
い
決
心
を
か
た
め
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
政
府
で
は
、
宣
戦
の
大
詔
を
下
し
た
ま
う
た
八
日
を
、

新
に

｢

大
詔
奉
戴
日｣

と
し
て
、
毎
月
八
日
に
は
、
大
御
心
を
深
く
身
に
体

し
、
総
力
を
あ
げ
て
必
勝
の
大
運
動
を
始
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
の
運

動
は
、
一
月
か
ら
大
東
亜
戦
争
が
終
る
ま
で
続
け
ら
れ
、
大
政
翼
賛
会
が
運

動
の
中
心
と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
が
二
日
情
報
局
か
ら
発
表
さ
れ
る
と
同
時

に
、
東
條
首
相
は
内
閣
の
告
諭
を
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
つ
て
毎
月
一
日

の

｢

興
亜
奉
公
日｣

は
廃
止
さ
れ
、
そ
の
趣
旨
は

｢

大
詔
奉
戴
日｣

に
含
め

ら
れ
ま
す
。
従
つ
て
、
全
国
民
の
常
会
日
も
、
今
後
は
毎
月
八
日
に
統
一
す

る
や
う
相
談
中
で
、
二
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
筈
で
す
。

こ
の
記
事
に
続
け
て
、｢

必
勝
精
神
を
高
め

自
分
の
務
め
に
は
げ
め｣

の
見

出
し
で
、
こ
の
日
の
精
神
と
実
施
要
綱
を
掲
載
し
た
。

一
、
方
針

大
東
亜
戦
争
を
や
り
と
げ
る
た
め
、
必
勝
の
国
民
士
気
を
高
め
、
健
全

で
朗
ら
か
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。

二
、
実
施
項
目

(

一)

詔
書
奉
読

(

役
所
、
学
校
、
会
社
、
工
場
な
ど
で
詔
書
奉
読
式
を

行
ふ)

(

二)

必
勝
祈
願

(

神
社
、
寺
院
、
教
会
等
で
行
ふ
。
一
般
人
は
そ
の
職

場
で
祈
願
す
る)

(

三)

国
旗
掲
揚

(

四)

職
域
奉
公

(

各
自
仕
事
に
精
を
だ
し
、
そ
の
日
休
業
す
る
こ
と
は

よ
し
ま
せ
う)

(

五)

そ
の
他
の
国
民
運
動

(

項
目
は
大
政
翼
賛
会
で
随
時
決
定
す
る)

三
、
備
考

八
日
が
日
曜
に
当
つ
て
お
休
み
の
時
は
、
各
自
は
家
庭
人
と
し
て
、
市

町
村
民
と
し
て
、
こ
の
日
を
意
義
深
く
送
る
こ
と
。

｢

五
回
目
の
大
詔
奉
戴
日｣

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
運
動
会
は
五
月
八
日

に
実
施
さ
れ
た
。｢
真
一
と
晃
二
は
選
手
で
、
元
気
に
出
場
し
ま
し
た｣

と
、
弟

た
ち
の
消
息
を
伝
え
、
桃
や
桜
の
花
が
散
り
、
つ
つ
じ
が
咲
き
始
め
た
と
季
節
の
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移
り
変
わ
り
を
伝
え
、
兄
へ
の
慰
問
袋
を
買
い
に
父
と
出
か
け
る
予
定
を
伝
え
、

一
家
が
兄
を
思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

運
動
会
や
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
内
容
と
す
る
、
一
見
穏
や
か
な
日
常
を
伝
え

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
日
常
に
は
、｢

大
御
心
を
深
く
身
に
体
し
、
総
力

を
あ
げ
て
必
勝
の
大
運
動｣

で
あ
る

｢

大
詔
奉
戴
日｣

が
あ
り
、
出
征
し
て
い
る

兄
が
お
り
、
そ
の
兄
を
気
遣
う
一
家
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

12

｢

ぐ
ん
い
の
を
ぢ
様
へ｣

(

東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
二
校
三
年
女
子
、
五
月

十
日)

は
、｢

満
洲｣
に
い
る

｢

を
ぢ
様｣

宛
て
の
手
紙
と
い
う
作
品
。｢

ぐ
ん
い

中
尉
に
な
つ
て
、
お
め
で
た
う
ご
ざ
い
ま
す｣

の
一
節
か
ら
は
、
昇
進
間
も
な
い

｢

を
ぢ
様｣

へ
の
お
祝
い
か
。｢
を
ぢ
様｣

の
出
身
は

｢

信
州｣

。｢

信
州
の
か
た
が

た
は
皆
元
気
で
す
か
ら
ご
安
心
下
さ
い
。
を
ぢ
様
が
ご
出
征
な
さ
つ
た
の
は
、
私

が
二
年
生
の
七
月
で
し
た
ね
。
今
年
も
、
も
う
さ
く
ら
の
花
は
ち
つ
て
、
青
々
と

し
た
葉
が
出
て
来
ま
し
た｣

と
、
家
族
の
消
息
と
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
伝
え
て

い
る
。

11

｢

戦
死
さ
れ
た
兵
隊
さ
ん｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
間
門
校
五
年
女
子
、
五
月

八
日)

は
、｢

一
年
生
に
な
つ
た
ば
か
り
の
時
、
戦
地
へ
送
っ
た
慰
問
袋
か
ら
、

お
友
達
に
な
つ
た
兵
隊
さ
ん｣

の

｢

久
保
さ
ん｣

が
、｢
昭
和
十
四
年
八
月
二
十

八
日
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
で
戦
死
さ
れ
ま
し
た｣

と
い
う
も
の
。

私
の
か
た
か
な
の
お
手
紙
が
ひ
ら
が
な
に
な
る
ま
で
、
い
た
だ
い
た
た
く

さ
ん
の
お
手
紙
は
、
今
私
の
お
机
の
引
出
し
の
中
に
、
大
切
に
し
ま
つ
て
あ

り
ま
す
。

児
童
は
、
五
年
生
で
あ
り
、｢

一
年
生
に
な
つ
た
ば
か
り｣

は
昭
和
十
三
年
四

月
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
、
翌
十
四
年
八
月
二
十
八
日
に
は
戦
死
し
た
と
あ
る
の
で
、

約
一
年
半
の

｢

た
く
さ
ん
の
お
手
紙｣

が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
停
戦
協
定
が
調
印
さ
れ
た
の
が
、
昭
和
十
四
年
九
月
十
五
日
。

同
年
八
月
二
十
日
に
は
、
日
本
軍
は
壊
滅
的
な
損
害
を
被
っ
て
お
り
、
同
月
二
十

六
日
に
は
第
六
軍
は
敗
退
。｢

兵
隊
さ
ん｣

が
戦
死
し
た
と
い
う

｢

八
月
二
十
八

日｣

に
は
、｢

外
務
省
、
東
郷
茂
徳
駐
ソ
大
使
に
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
関
す
る
ソ

連
と
の
外
交
交
渉
開
始
を
訓
電｣

(『

昭
和
５
二
万
日
の
全
記
録』

講
談
社
、
平
成

元
・
一
一)

。

｢

兵
隊
さ
ん｣

も
そ
の
戦
死
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
掲

載
日
が
昭
和
十
七
年
五
月
八
日
で
あ
り
、
投
稿
さ
れ
た
月
日
が
、
こ
れ
か
ら
は
る

か
以
前
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
長
い
間
、
戦
死
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

10

｢

春
の
自
然
観
察｣

(

東
京
市
杉
並
区
桃
井
第
二
校
六
年
男
子
、
四
月
二
十

八
日)

は
、
自
宅
の
庭
で

｢

蜂
や
あ
ぶ
が
嬉
し
さ
う
に
飛
回
つ
て
蜜
を
吸
つ
て
ゐ

る
。
も
ん
白
蝶
も
嬉
し
さ
う
だ
。
き
つ
と
皇
軍
の
大
戦
果
を
喜
ん
で
ゐ
る
の
だ
ら

う｣

と
い
う
作
品
。
長
閑
な

｢

春
の
自
然
観
察｣

で
あ
っ
て
も
、｢

皇
軍
の
大
戦

果｣

に
結
び
つ
い
て
し
ま
う
。

13

｢

行
軍｣

(

静
岡
県
土
肥
校
四
年
男
子
、
五
月
十
七
日)

14

｢

桜
山
遠
足｣

(

長
野
県
神
稲
校
六
年
女
子
、
五
月
二
十
四
日)

17

｢

が
う
け
ん
ゑ
ん
そ
く｣

(

静
岡
県
駒
形
校
二
年
男
子
、
五
月
二
十
七
日)

21

｢

ゑ
ん
そ
く｣

(

東
京
市
下
谷
区
末
広
校
四
年
男
子
、
六
月
十
九
日)

こ
の
四
作
品
は
、
何
れ
も
、
学
校
行
事
の
遠
足
が
内
容
。
戦
時
下
、
遠
足
は

｢

心
身
鍛
錬｣

の
一
つ
で
あ
っ
た
。

｢

行
軍｣

で
は
、｢

集
合
場
に
み
ん
な
並
ん
で
ゐ
る
と
、
飛
行
機
が
何
機
も
い
さ

ま
し
く
飛
ん
で
来
た｣

と
の
一
節
も
あ
り
、
児
童
の
頭
上
で
は
訓
練
飛
行
が
行
わ

れ
て
い
た
。

｢

桜
山
遠
足｣

で
は
、｢

少
し
疲
れ
た
の
で
、
お
友
達
と
軍
歌
を
う
た
つ
て
歩
い

て
居
る
中
に
、
出
原
神
社｣

に
つ
き
、｢

心
を
こ
め
て
お
詣
り｣

。｢

武
運
長
久｣

を
祈
願
し
た
。
少
女
た
ち
も
、｢

軍
歌｣

を
歌
い
な
が
ら
の
遠
足
だ
。

｢

が
う
け
ん
ゑ
ん
そ
く｣

は
、
剛
健
遠
足
の
こ
と
。
こ
の
国
民
学
校
で
は
、
遠

足
を

｢

剛
健
遠
足｣

と
命
名
、
児
童
の
体
力
増
進
、
心
身
鍛
錬
を
図
っ
た
と
い
う

こ
と
。

木
ぎ
れ
の
大
き
い
の
を
ひ
ろ
つ
て
き
て
、
川
へ
な
が
し
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
の

｢

か
う
く
ぼ
か
ん｣

を
し
づ
め
る
の
だ
と
、
み
ん
な
む
ち
ゆ
う
に

な
つ
て
、
石
を
な
げ
つ
け
ま
し
た
。

昼
食
後
の
川
遊
び
の
様
子
だ
が
、
児
童
た
ち
の
遊
び
も
戦
争
と
無
縁
で
は
な
か
っ

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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た
。

｢

ゑ
ん
そ
く｣

は
、｢

ゑ
ん
げ
い
学
校
を
み
て
か
ら
。
こ
う
へ
い
学
校
へ
ゆ
き
ま

し
た｣

と
い
う
コ
ー
ス
だ
っ
た
。｢

ゑ
ん
げ
い
学
校｣

は
園
芸
学
校
で
、｢

こ
う
へ

い
学
校｣

は
工
兵
学
校
の
こ
と
か
。

16

｢
わ
れ
ら
は
元
帥
に
感
謝
す｣

(

東
京
市
麹
町
区
東
郷
校
六
年
男
子
、
五
月

二
十
七
日)
は
、｢

東
郷
元
帥
の
御
名
を
い
た
だ
く
東
郷
校
の
私
達
は
、
此
の
名

誉
に
そ
む
か
な
い
や
う
に
心
掛
け
て
、
一
生
懸
命
に
勉
強
し
て
居
り
ま
す
。
元
帥

の
御
精
神
を
身
に
つ
け
、
不
言
実
行
、
大
東
亜
戦
争
真
最
中
の
日
本
の
少
国
民
と

し
て
、
今
ま
で
よ
り
一
層
の
決
意
を
以
て
勉
強
に
は
げ
み
、
体
を
鍛
へ
、
至
誠
の

人
と
な
り
ま
す｣

と
い
う
決
意
表
明
だ
。

18

｢

ゴ
ム
マ
リ｣

(

東
京
市
神
田
区
西
神
田
校
六
年
女
子
、
六
月
十
日)

は
、

学
校
で
、｢

ゴ
ム
マ
リ｣

が

｢

く
ぢ
引
き｣

で
も
ら
え
る
が
、
作
者
は
外
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
内
容
。

マ
リ
は
、
仏
印
に
お
い
で
の
兵
隊
さ
ん
が
皆
さ
ん
に
下
さ
つ
た
マ
リ
で
す

か
ら
、
大
切
に
お
つ
か
ひ
な
さ
い
と
お
つ
し
や
つ
た
。
そ
の
時
、
私
は
、

｢

さ
う
だ
。
兵
隊
さ
ん
が
、
せ
つ
か
く
下
さ
つ
た
マ
リ
が
、
あ
た
ら
な
い
と

い
つ
て
、
不
服
を
い
つ
て
は
い
け
な
い｣

と
心
か
ら
思
つ
た
。

｢

少
國
民
新
聞｣

は
、
十
七
年
五
月
八
日

(

金
・
第
一
七
五
〇
号)

二
面
に

｢

戦
勝
ゴ
ム
ま
り

け
ふ
か
ら
皆
さ
ん
へ｣

の
見
出
し
で
、
写
真
を
添
え
て
掲
載

し
た
。

南
方
の
兵
隊
さ
ん
か
ら
、
皆
さ
ん
に
下
さ
つ
た
ゴ
ム
ま
り
を
、
東
京
府
で

は
今
八
日
の
大
詔
奉
戴
日
か
ら
、
学
校
で
配
給
し
ま
す
。
生
ゴ
ム
で
送
つ
て

来
た
の
を
、
四
万
五
千
二
百
五
十
三
ダ
ー
ス

(

男
子
用
一
万
六
千
四
百
五
十

四
ダ
ー
ス
、
女
子
用
二
万
八
千
七
百
九
十
九
ダ
ー
ス)

の
ま
り
に
作
つ
た
の

で
す
。
こ
の
前
、
日
仏
印
共
同
防
衛
記
念
ゴ
ム
ま
り
の
配
給
を
受
け
な
か
つ

た
国
民
学
校
初
等
科
の
皆
さ
ん
全
部
に
行
渡
る
こ
と
に
な
り
、
毎
月
八
日
頃

に
旧
市
域
、
新
市
域
、
府
下
の
順
で
、
一
年
生
か
ら
順
々
に
売
り
、
四
箇
月

以
内
で
全
部
配
給
を
終
り
ま
す
。

｢

く
じ
引
き｣

に
外
れ
た
作
者
に
も
、
や
が
て
は
手
に
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
か
。

19

｢

戦
車｣
(

北
海
道
浦
河
校
高
二
男
子
、
六
月
十
日)

は
、
全
校
の
生
徒
が

校
庭
に
出
て
並
ん
で
い
る
と

｢

そ
の
中
へ
戦
車
が
ゆ
つ
く
り
と
入
つ
て
来
た｣

と

い
う
内
容
。
戦
車
兵
が
い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
た
後
で

｢

こ
れ
か
ら
戦
車
の
活
動
を

見
せ
て
上
げ
ま
す｣

と
い
っ
て
、
校
庭
を
走
り
回
り
、｢

や
が
て
入
つ
て
来
た
時

の
通
り
に
、
ご
う
ご
う
と
校
門
を
出
て
行
つ
た｣

。｢

少
年
戦
車
兵｣

へ
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
か
。

22

｢

本｣
(

静
岡
県
清
水
校
六
年
男
子
、
六
月
二
十
四
日)

は
、
本
屋
に
行
っ

た
が
、
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、｢

大
東
亜
地
図｣

を
買
っ
て
帰
っ

た
と
い
う
も
の
。｢

大
東
亜
地
図｣

が
、
こ
の
児
童
の
戦
時
下
と
い
う
こ
と
。

23

｢

じ
や
が
い
も
の
虫
と
り｣

(

神
奈
川
県
横
浜
市
一
本
松
校
三
年
男
子
、
六

月
二
十
六
日)

は
、
題
名
か
ら
は
戦
時
下
と
は
縁
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、｢

ぼ

う
く
う
え
ん
し
ふ
の
バ
ケ
ツ
の
そ
こ
が
、
見
え
な
く
な
る
く
ら
ゐ
た
く
さ
ん
見
つ

け
ま
し
た｣

と
い
う
一
節
が
、
こ
の
児
童
の

｢

戦
時
下｣

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

空
襲
に
備
え
て
の
消
火
訓
練
用
の
バ
ケ
ツ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

以
上
、
昭
和
十
七
年
第
二
四
半
期
に
お
け
る

｢

綴
方｣

作
品
の
内
、
時
局
柄
或

は

｢

戦
時
下｣

色
の
あ
る
作
品
に
は
、
兄
が
戦
地
に
い
た
り
、
慰
問
袋
を
縁
に
文

通
の
あ
っ
た
兵
隊
さ
ん
が
戦
死
し
た
り
と
、
作
者
と
戦
場
は
地
続
き
の
日
常
で
あ
っ

た
こ
と
が
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。｢

ゴ
ム
マ
リ｣

は

｢

兵
隊
さ
ん
が
、
せ
つ
か
く

下
さ
つ
た｣

も
の
だ
。
戦
争
が
児
童
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

第
二
四
半
期
、
四
八
の
投
稿
作
品
の
内
、
作
品
内
容
に
時
局
柄
或
は

｢

戦
時
下｣

色
の
見
え
る
の
は
、
一
五
作
品
で
あ
り
、
あ
と
の
三
三
作
品
は
、
児
童
の
日
常
生

活
に
根
ざ
し
た
作
品
で
あ
っ
た
。

｢
五
年
生
に
な
つ
て｣

(

北
海
道
発
足
第
一
校
五
年
女
子
、
六
月
五
日
・
金
、
第

一
七
七
四
号)

は
、
次
の
よ
う
な
作
品
。

五
年
生
に
な
つ
て
、
お
弁
当
の
時
間
も
、
勉
強
の
時
間
も
す
べ
て
が
か
は

り
ま
し
た
。
お
弁
当
の
時
は
、
先
づ
手
を
洗
つ
て
来
ま
す
。
皆
�
つ
て
手
を

合
わ
せ
て
拝
礼
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
先
生
の
ご
飯
に
た
い
す
る
感
し
や
の
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お
言
葉
に
つ
づ
い
て
、
私
達
が

｢

嬉
し
く
い
た
だ
か
せ
て
も
ら
ひ
ま
す｣

と

い
つ
て
、
そ
れ
か
ら
食
事
に
か
か
り
ま
す
。
た
べ
終
つ
た
ら
先
生
が
終
り
の

お
言
葉
を
の
べ
、
私
達
も

｢

嬉
し
く
い
た
だ
か
せ
て
も
ら
ひ
ま
し
た
。
ご
ち

そ
う
さ
ま｣

と
い
つ
て
お
弁
当
の
じ
か
ん
は
終
り
ま
す
。
今
ま
で
の
や
う
に
、

さ
わ
い
で
ご
飯
を
食
べ
な
く
な
り
ま
し
た
。(

中
略)

お
勉
強
が
終
る
と
、

す
ぐ
出
て
行
つ
て
遊
ん
だ
り
、
食
事
の
す
ん
だ
も
の
か
ら
勝
手
に
出
て
行
つ

て
、
遊
ん
で
ゐ
た
今
ま
で
と
は
大
へ
ん
な
違
ひ
で
す
。

国
民
学
校
尋
常
科
の
五
年
生
は
、
高
学
年
と
い
う
こ
と
か
。
学
校
生
活
に
お
い

て
、｢

大
人｣

へ
の
訓
練
が
始
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
作
者
の
児
童
に
は
、
一
種

の
緊
張
感
が
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
、
新
鮮
な
行
為
行
動
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
だ
。

｢

か
に
と
り｣

(

秋
田
県
草
木
校
二
年
女
子
、
六
月
九
日
・
火
、
第
一
七
七
七
号)

で
は
、
学
校
帰
り
に

｢

か
に
と
り｣

に
行
き
、
友
達
と
取
っ
て
い
る
と
先
生
が
来

て
、
一
緒
に

｢

か
に
と
り｣

を
し
ま
し
た
と
い
う
内
容
。
五
年
生
で
は
躾
け
を
、

二
年
生
で
は
一
緒
に
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
が

｢

先
生｣
の
仕
事
。

｢

夜
の
使
ひ｣

(

�
城
県
若
松
東
校
六
年
男
子
、
六
月
十
四
日
・
日
、
第
一
七
八

二
号)

は
、
母
に
夜
の
お
使
い
に
行
く
よ
う
に
い
わ
れ
、｢
真
暗
だ
の
に｣

と
内

心
渋
っ
た
と
い
う
も
の
。
行
く
道
で
は
、｢

か
さ
か
さ
か
さ｣
と
い
う
音
に

｢

胸

が
ど
き
ど
き
し
は
じ
め｣

、
犬
が
急
に
吠
え
出
し
て
、｢

び
つ
く
り
し
て
、
ま
た
た

め
息｣

。
帰
り
道
、
木
の
上
で
何
か
が

｢

く
つ
く
つ
く
つ｣

と
聞
え
る
。｢
家
の
光

が
見
え
た｣

時
、｢

一
目
さ
ん
に
か
け
て
家
へ
と
び
こ
ん
だ｣

。
灯
り
を
持
っ
て
い

た
か
ど
う
か
は
記
述
が
な
い
が
、
あ
っ
た
と
し
て
も
提
燈
程
度
か
。
と
も
か
く
、

六
年
生
で
も
、
暗
い
夜
道
の
お
使
い
は
怖
い
と
い
う
も
の
。

二
年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
齢
相

応
の
日
常
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
五
五
の

｢

綴
方｣

の
内
、
企
画
作
品
は
、
次
の
七

作
品
。

｢

血
と
肉
を
捧
げ
て

祖
国
を
護
つ
た
勇
士
達｣

(

山
梨
県
甲
府
市
相
生
校
四
年
男
子
、
四
月
八
日
・
水
、
第
一
七
二
四
号)

｢

出
陣
間
際
の
落
着

こ
れ
ぞ
日
本
武
士
道
の
鑑｣

(

千
葉
県
興
津
西
校
六
年
男
子
、
四
月
九
日
・
木
、
第
一
七
二
五
号)

｢

仇
討
ハ
僕
ラ
ノ
手
デ｣

(

静
岡
県
北
山
村
校
一
年
男
子
、
四
月
十
日
・
金
、
第
一
七
二
六
号)

｢

こ
の
よ
い
御
代
に

生
ま
れ
あ
は
せ
た
感
激｣

(

栃
木
県
佐
野
第
一
校
五
年
男
子
、
四
月
十
一
日
・
土
、
第
一
七
二
七
号)

｢

わ
が
国
体
が
生
む

世
界
無
比
の
尽
忠
精
神｣

(

秋
田
県
六
郷
校
高
二
男
子
、
四
月
十
二
日
・
日
、
第
一
七
二
八
号)

｢

よ
い
母
に
な
り
ま
す｣

(

東
京
市
京
橋
区
明
石
校
四
年
女
子
、
四
月
十
四
日
・
火
、
第
一
七
二
九
号)

｢

海
国
少
年
の
覚
悟｣

(

東
京
市
芝
区
桜
田
校
六
年
男
子
、
五
月
二
十
九
日
・
金
、
第
一
七
六
八
号)

｢

海
国
少
年
の
覚
悟｣

を
除
い
た
六
作
品
は
、
何
れ
も
が

｢

海
の
軍
神
を
讃
へ

る｣

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
付
け
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、｢

少
國
民
新
聞｣

四
月
八

日

(

水
・
第
一
七
二
四
号)

第
二
面
で
は
、｢

少
國
民
新
聞
募
集｣

の
入
選
発
表

を
、｢

軍
神
を
慕
ふ
涙
の
作

集
つ
た
三
万
二
千
余
�
の
綴
方
と
詩

入
選
の
十

二
人
決
定｣

の
見
出
し
で
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
た
。

一
億
国
民
の
胸
を
う
つ
た

｢

海
の
九
軍
神｣

が
発
表
さ
れ
た
三
月
七
日
、

こ
の
感
激
を
永
く
永
く
文
字
に
残
す
た
め
、
少
國
民
新
聞
で
は
、
広
く
全
国

の
皆
さ
ん
か
ら

｢

海
の
軍
神
を
讃
へ
る｣

綴
方
と
詩
を
、
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
三
月
二
十
日
で
締
切
り
ま
し
た
が
、
そ
の
総
数
は
綴
方
二
万
四
千
二
百

八
�
、
詩
七
千
六
百
八
十
三
�
と
い
ふ
、
た
く
さ
ん
な
作
品
が
あ
つ
ま
り
ま

し
た
。
い
づ
れ
真
珠
湾
の
白
波
と
く
だ
け
た
、
若
き
軍
神
を
仰
ぎ
慕
ふ
真
心

が
に
じ
み
出
て
、
思
は
ず
涙
ぐ
む
、
大
和
魂
の
あ
ふ
れ
た
作
品
ば
り

マ

マ

で
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
記
事
で
は
、
計
ら
ず
も

｢

海
の
軍
神
の
海
軍
葬｣

の
行
わ
れ
る

｢

け
ふ

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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八
日
、
そ
の
発
表
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
何
と
い
ふ
意
義
深
い

こ
と
で
あ
り
ま
せ
う｣

と
記
す
が
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
た
発
表
で
あ
っ
た
こ
と
は

容
易
に
推
測
で
き
る
と
こ
ろ
だ
。

｢
入
選
の
十
二
人｣

は
、
綴
方
と
詩
の
入
選
が
そ
れ
ぞ
れ
六
人
ず
つ
で
、
合
計

で
十
二
人
と
い
う
こ
と
。
綴
方
と
詩
は
、
四
月
八
日
か
ら
、
同
じ
紙
面
で
順
次
掲

載
さ
れ
た
。

｢

血
と
肉
を
捧
げ
て

祖
国
を
護
つ
た
勇
士
達｣

(

山
梨
県
甲
府
市
相
生
校
四
年

男
子
、
四
月
八
日)
に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

帰
還
せ
ざ
る
五
隻
の
特
殊
潜
航
艇
の
勇
士
達
の
、
生
死
を
乗
越
え
た
忠
烈

無
比
な
行
。
防
潜
網
や
機
雷
が
施
設
さ
れ
て
ゐ
る
真
珠
湾
内
に
、
平
気
で
乗

込
ん
で
、
敵
の
巨
艦
の
す
ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
き
、
強
襲
し
て
こ
れ
を
撃
沈
し

て
ゐ
る
様
子
を
思
ひ
浮
か
べ
、
僕
は
泣
け
て
た
ま
ら
な
か
つ
た
。

こ
の
作
品
は
、｢

綴
方｣

で
一
番
目
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
、
そ
の
意
味
で
は
、

｢

海
の
軍
神
を
讃
へ
る｣

代
表
と
い
っ
て
い
い
作
品
で
あ
る
。
表
題
に
付
け
た
よ

う
に
、
こ
の
児
童
の
視
点
は
、
自
分
の

｢

血
と
肉
を
捧
げ
て
祖
国
を
護
つ
た
勇
士

達｣

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
視
点
が
大
人
た
ち
の
眼
鏡
に
適
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
。

こ
の
ほ
か
の
入
選
作
品
で
は
、｢

出
陣
間
際
の
落
着

こ
れ
ぞ
日
本
武
士
道
の

鑑｣

で
は
そ
の
態
度
を
讃
え
、｢

こ
の
よ
い
御
代
に

生
ま
れ
あ
は
せ
た
感
激｣

で
は
、
新
し
い
国
生
み
、
国
引
き
の
神
話
の
よ
う
な

｢

大
御
代
に
、
よ
く
も
生
れ

合
わ
せ
た
も
の
と
感
謝｣

し
て
い
る
。｢

わ
が
国
体
が
生
む

世
界
無
比
の
尽
忠

精
神｣

で
は
、｢

自
己
を
す
て
、
唯
大
君
と
祖
国
の
為
に
専
心
し
た
勇
士
た
ち
の

信
念｣

は
、｢

世
界
無
比
な
る
我
が
国
体
に
よ
つ
て
、
育
ま
れ
た｣

と
記
し
た
。

唯
一
人
の
女
子
児
童
の
作
品

｢

よ
い
母
に
な
り
ま
す｣

は
、｢

た
だ
た
だ
強
い

日
本
の
母
、
又
東
亜
の
母
と
し
て
、
一
日
も
早
く
お
ひ
た
つ
こ
と
よ
り
ほ
か
に
な

い
、
と
い
ふ
決
心
を
か
た
く
お
ち
か
ひ
い
た
し
、
感
謝
の
言
葉
に
か
へ
ま
す｣

と

結
ん
だ
。
少
女
の
自
分
が
早
く
成
長
し
、｢

強
い
日
本
の
母
、
又
東
亜
の
母｣

た

ら
ん
と
す
る
決
意
を
軍
神
へ
の
感
謝
と
し
た
。

｢

仇
討
ハ
僕
ラ
ノ
手
デ｣

(

静
岡
県
北
山
村
校
一
年
男
子
、
四
月
十
日)

は
、
三

月
二
十
日
が
募
集
の
締
切
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
入
学
前
の
応
募
と
い
う
こ
と
に
な

る
。｢

ヤ
ス
ク
ニ
ジ
ン
ジ
ヤ
へ

イ
ツ
テ
、
九
人
ノ

ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
ニ
、
オ
ア

ヒ
シ
タ
イ

ト

思
ヒ
マ
ス｣

と
結
ぶ
が
、
何
と
も

｢

出
来
の
い
い｣

入
学
前
の

お
子
様
と
い
う
こ
と
か
。

｢

海
国
少
年
の
覚
悟｣

(

東
京
市
芝
区
桜
田
国
民
学
校
初
等
科
六
年
男
子
、
五
月

二
十
九
日)

は
、
五
月
二
十
九
日

(

金
・
第
一
七
八
八
号)

の
一
面
に
、｢

力
強

き
少
国
民
の
誓

わ
が
無
敵
海
軍
へ
の
お
礼
の
御
挨
拶｣

の
見
出
し
と
と
も
に
、

次
の
よ
う
な
、
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
事
情
を
添
え
て
掲
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

｢

海
の
つ
は
も
の
週
間｣

中
の
行
事
と
し
て
、
二
十
六
日
軍
人
会
館
に
海

と
空
の

｢

婦
人
子
供
大
会｣

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
少
国
民
代
表
と
し

て
、
芝
区
桜
田
校
六
年
生
玉
置
楠
太
郎
君
が
、
次
の
や
う
な
海
軍
へ
の
お
礼

の
御
挨
拶
を
読
み
ま
し
た
。
一
字
一
句
に
こ
も
る
感
謝
と
愛
国
の
真
心
に
、

嶋
田
海
相
も
お
喜
び
で
し
た
。

｢

御
挨
拶｣

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
。

大
東
亜
戦
争
が
始
つ
て
か
ら
、
皇
軍
が
破
竹
勢
を
以
て
、
海
に
陸
に
、
赫
々

た
る
武
勲
を
輝
か
し
、
東
亜
に
巣
食
つ
て
ゐ
た
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ

ラ
ン
ダ
の
勢
力
を
片
端
か
ら
覆
し
、
滅
し
て
行
く
事
は
、
本
当
に
嬉
し
い
事

で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
我
が
無
敵
海
軍
が
、
開
戦
以
来
、
目
覚
し
い
活
躍
を
さ
れ
、
次
々

に
敵
の
軍
艦
を
撃
滅
し
て
く
だ
さ
つ
た
事
は
、
ま
こ
と
に
感
謝
の
外
は
あ
り

ま
せ
ん
。

｢

帝
国
海
軍
の
将
兵
に
対
し
て
、
私
等
少
国
民
は
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
捧

げ
た
い｣

と
謝
意
を
述
べ
、
次
の
よ
う
な

｢

覚
悟｣

を
表
明
し
た
。

僕
等
も
、
海
国
日
本
の
少
年
と
し
て
、
早
く
大
き
く
な
り
、
真
珠
湾
に
華

と
散
ら
れ
た
特
別
攻
撃
隊
の
九
軍
神
の
や
う
な
、
ま
た
不
沈
戦
艦
プ
リ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
め
が
け
て
、
愛
機
も
ろ
と
も
、
体
当
り
を
敢
行
し
て
果

て
た
海
の
荒
鷲
の
や
う
な
、
立
派
な
海
軍
軍
人
に
な
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

つ
ま
り
、
死
ぬ
事
が

｢

立
派
な
海
軍
軍
人｣

な
の
で
あ
り
、
死
ぬ
事
の

｢

覚
悟｣
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が
、｢

力
強
き
少
国
民
の
誓｣

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

四

昭
和
十
七
年
第
一
、
第
二
四
半
期
に
お
け
る

｢

綴
方｣

の
概
括

昭
和
十
七
年
の

｢

綴
方｣

掲
載
作
品
に
は
、
読
者
が

｢

投
稿
し
た
作
品｣

(｢

投

稿
作
品｣)

と

｢
少
國
民
新
聞｣

が
募
集
し
た
作
品
、
つ
ま
り

｢

企
画
さ
れ
た
作

品｣
(｢

企
画
作
品｣)
の
二
種
が
あ
る
。｢

企
画
作
品｣

は
、
こ
れ
ま
で
も
、
戦
局

の
節
目
に
は
作
品
が
募
集
さ
れ
、
そ
の
入
選
作
品
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
の
十
七
年
で
は
、
そ
の
掲
載
の
さ
れ
方
、
つ
ま
り
は
、
募
集
が
頻
繁
に
企
画
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
こ
と
の
特
徴
的
な
掲
載
事
情
は
、
企
画
作
品
が
一
月
に
掲
載
さ
れ
、
投
稿

作
品
は
一
月
に
は
掲
載
が
な
く
、
二
月
か
ら
の
掲
載
と
な
っ
た
点
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

十
七
年
第
一
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
二
七
の

｢
投
稿
作
品｣

の
う
ち
、
時
局
柄

或
は

｢

戦
時
下｣

色
が
み
え
る
作
品
は
八
作
品
。
そ
こ
に
は
、
受
け
持
ち
の
先
生

の
出
征
を
見
送
る
高
等
科
二
年
生
が
お
り
、
満
洲
の
戦
地
に
出
征
中
の
父
を
持
つ

四
年
生
が
お
り
、
自
身
が
海
軍
志
願
兵
に
合
格
と
な
り
、
や
が
て
入
営
す
る
高
等

科
二
年
生
が
い
た
。

｢

内
地｣

の
児
童
に
と
っ
て
も
、
戦
地
と
日
常
は
地
続
き
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
方
、｢

投
稿
作
品｣

の
約
七
割
は
、
児
童
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
作
品
で

あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
季
節
の
変
わ
り
目
を
、
視
覚
で
、
肌
で
感
じ
、
楽
し
ん
で

い
る

｢

少
国
民｣

が
い
た
。

学
芸
会
で
の
出
番
が
近
づ
き
、｢

今
く
る
か
今
く
る
か
と
、
心
の
中
で
び
く

�
�
し
な
が
ら
待
つ
て
ゐ
ま
し
た｣

(｢

が
く
げ
い
会
の
こ
と｣

北
海
道
歌
越
校
二

年
女
子
、
三
月
二
十
五
日
・
水
、
第
一
七
一
三
号)

と
、
年
齢
相
応
の

｢

少
国
民｣

も
い
た
。

第
一
四
半
期
の

｢

企
画
作
品｣

は
、
一
二
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
。
何
れ
も
が

｢

酒
井
中
将
へ
贈
る
手
紙｣

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
付
け
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
一

月
七
日
第
二
面
で
は
、｢

真
心
の
手
紙
十
二
通

あ
の
日
の
感
激
を
思
起
し
た
少

国
民

酒
井
中
将
へ
慰
問
文｣

の
見
出
し
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
事
情
を
記
し
た
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

一
二
本
の

｢

綴
方｣

に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
十
六
年
の
六
月
、
近
衛
師
団
と

少
國
民
新
聞
で
募
集
し
た

｢

聖
戦
四
周
年
を
迎
へ
る
私
た
ち
の
覚
悟｣

と
い
ふ
綴

方
に
入
選
し
た
十
二
人
が
作
者
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
入
選
の
表
彰
式
で

｢

私
達
に

御
ほ
う
び
を
下
さ
つ
た
あ
の
師
団
長
様｣

が

｢

香
港
攻
略
の
陸
軍
最
高
指
揮
官｣

。

そ
の
事
を
知
っ
て
、｢

嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
、
皆
で
一
日
中
、
自
分
の
事
の
や
う

に
喜
び
ま
し
た｣

(｢

涙
で
戦
果
に
御
礼｣

一
月
七
日)

と
い
う
こ
と
か
ら
、｢

期

せ
ず
し
て
十
二
人
か
ら

『

ど
う
ぞ
こ
れ
を
酒
井
中
将
に
贈
つ
て
下
さ
い』

と
、
涙

に
に
じ
ん
だ
慰
問
文
が
少
国
民
新
聞
に
届
け
ら
れ
ま
し
た｣

と
い
う
こ
と
が
、
こ

の
一
二
本
の

｢

綴
方｣

。

一
二
本
の
作
品
は
、｢

期
せ
ず
し
て｣

児
童
か
ら
届
け
ら
れ
た
と
さ
れ
た
が
、

｢

企
画
さ
れ
た｣

作
品
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。｢

聖
戦
四
周
年
を
迎
へ
る
私
た
ち

の
覚
悟｣

と
い
う

｢

綴
方｣

に
入
選
し
た
十
二
人
が
、｢

香
港
攻
略｣

祝
い
に
利

用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
七
年
第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
四
八
の

｢

投
稿
作
品｣

の
う
ち
、
時
局
柄

或
は

｢

戦
時
下｣

色
が
み
え
る
作
品
は
一
五
作
品
。
第
一
四
半
期
で
は
、
そ
の
掲

載
数
が
二
七
、
戦
時
下
色
の
見
え
る
作
品
数
が
八
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
二
四
半
期

で
は
、
第
一
四
半
期
の
ほ
ぼ
倍
増
と
な
っ
た
。

戦
時
下
色
の
見
え
る
一
五
作
品
で
は
、
兄
が
戦
地
に
い
た
り
、
慰
問
袋
を
縁
に

文
通
の
あ
っ
た
兵
隊
さ
ん
が
戦
死
し
た
り
と
、
作
者
と
戦
場
は
地
続
き
の
日
常
を

送
っ
て
い
た
。

｢
南
方｣

と
児
童
が
つ
な
が
っ
て
い
た
の
は
、｢

ゴ
ム
マ
リ｣

で
あ
っ
た
。｢

国

民
学
校
初
等
科｣

の
児
童
に
配
ら
れ
た

｢

ゴ
ム
マ
リ｣

は

｢

兵
隊
さ
ん
が
、
せ
つ

か
く
下
さ
つ
た｣

も
の
で
、｢

南
方｣

の
資
源
、｢

天
然
ゴ
ム｣

か
ら
作
ら
れ
、
児

童
に
わ
た
さ
れ
た
。
戦
争
が
児
童
に
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

戦
時
下
は
、
物
だ
け
で
な
く
、｢

自
然
観
察｣

を
す
る
児
童
の
心
の
内
に
ま
で

入
り
込
ん
で
い
た
。
目
の
前
で
、
蜂
や
あ
ぶ
、
紋
白
蝶
が
飛
び
交
う
様
を

｢

皇
軍

｢

戦
時
下
に
お
け
る
児
童
文
化｣

に
つ
い
て

(

そ
の
一
九)
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の
大
戦
果
を
喜
ん
で
ゐ
る
の
だ
ら
う｣

と

｢

観
察｣

し
て
い
た
。

第
二
四
半
期
、
四
八
の
投
稿
作
品
の
内
、
戦
時
下
色
の
見
え
る
一
五
作
品
以
外

の
三
三
作
品
は
、
第
一
四
半
期
同
様
、
児
童
の
日
常
生
活
に
根
ざ
し
た
作
品
で
あ
っ

た
。国

民
学
校
尋
常
科
五
年
生
に
は
、
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ
た
め
の
躾
が

学
校
で
始
ま
っ
た
。
四
年
生
ま
で
と
は
違
っ
た
、
一
種
の
緊
張
感
は
、
新
鮮
で
も

あ
っ
た
。

尋
常
科
二
年
生
の
作
品
で
は
、
児
童
と
と
も
に

｢

か
に
と
り｣

に
興
じ
る

｢

先

生｣

が
登
場
し
、
六
年
生
に
な
っ
て
も

｢

夜
の
使
ひ｣

は
怖
い
も
の
だ
っ
た
。
国

民
学
校
の
二
年
生
、
五
年
生
、
六
年
生
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
年
齢
相
応
の
日
常
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
四
半
期
に
掲
載
さ
れ
た
五
五
の

｢
綴
方｣

の
内
、
企
画
作
品
は
七
作
品
。

そ
の
内
、
六
作
品
は
、｢

海
の
軍
神
を
讃
へ
る｣

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
付
け
て
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
、｢

少
國
民
新
聞｣

が
募
集
し
た

｢

軍
神
を
慕
ふ
涙
の
作｣

の
入

選
作
品
で
あ
っ
た
。

こ
の
企
画
は
、
三
月
七
日
に
発
表
さ
れ
た

｢

海
の
九
軍
神｣

へ
の

｢

感
激
を
永

く
永
く
文
字
に
残
す
た
め｣

に
募
集
さ
れ
、
三
月
二
十
日
の
締
切
り
ま
で
、
綴
方

二
万
四
千
二
百
八
�
、
詩
七
千
六
百
八
十
三
�
が
応
募
し
た
と
い
う
。

綴
方
と
詩
は
、
四
月
八
日
か
ら
、
同
じ
紙
面
で
順
次
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が

｢

海
の
軍
神
を
讃
へ
る｣

内
容
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

｢

血
と
肉
を
捧
げ
て
祖
国
を
護
つ
た
勇
士
達｣

を
称
え
、
新
し
い
国
生
み
、
国

引
き
の
神
話
の
よ
う
な

｢

大
御
代
に
、
よ
く
も
生
れ
合
わ
せ
た
も
の｣

と
感
謝
し
、

少
女
の
自
分
が
早
く
成
長
し
、｢

強
い
日
本
の
母
、
又
東
亜
の
母｣

た
ら
ん
と
す

る
決
意
を
記
し
た
。

｢

海
国
少
年
の
覚
悟｣

と
も
ど
も
、
こ
の
第
二
四
半
期
の

｢

企
画
作
品｣

に
共

通
す
る
視
点
は
、
死
ぬ
事
が
立
派
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。｢

立
派
な
海
軍
軍

人｣

に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
死
を
覚
悟
す
る
軍
人
に
な
る
こ
と
を
、
児
童
に

｢

覚
悟｣

さ
せ
る
こ
と
が
、
こ
の
企
画
に
意
図
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
昭
和
十
七
年
上
半
期
の

｢

綴
方｣

作
品
の
位
相
と
展
開
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
た
。

こ
の
時
期
、
児
童
の
肉
親
は
、
入
営
し
、
戦
場
に
い
た
。
自
身
が
志
願
兵
と
し

て
入
営
を
間
近
に
控
え
た
高
等
科
二
年
生
も
い
た
。
児
童
の
日
常
は
、
戦
場
と
地

続
き
で
あ
っ
た
。

一
方
、
学
年
相
応
の
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
児
童
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
児
童
を

｢

戦
時
下｣

に
巻
き
込
み
、｢

覚
悟｣

を
迫
っ
た
の
は
大
人

た
ち
で
あ
っ
た
。｢

軍
神
を
讃
へ
る｣

目
的
の

｢

企
画
作
品｣

に
お
い
て
、
児
童

に
求
め
ら
れ
た
の
は
死
ぬ
事
の

｢

覚
悟｣

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(

二
〇
一
二
・
一
二
・
三)
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